
新
文
化
会
館
建
設
を
目
指
し
て

木版画「のれん」 小井戸 洸二
（作者より当協会へ寄贈。文化会館3階にて展示中）

一
般
社
団
法
人

　高
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市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　会
長

　小
林

　浩

「
岡
目
一
目
」

　岩
合
光
昭
と
い
う
写
真
家
が

世
界
中
の
猫
を
撮
っ
て
い
る
。

こ
れ
ぞ
プ
ロ
の
仕
事
と
い
う
撮

影
で
、
撮
ら
れ
て
い
る
猫
と
撮

っ
て
い
る
人
と
の
間
に
境
は
な

い
。　彼

は
父
子
二
代
の
動
物
専
門

の
写
真
家
だ
。
超
一
流
の
写
真

家
は
、
動
く
映
像
の
カ
メ
ラ
を

持
た
せ
て
も
や
は
り
超
一
流

だ
。
フ
ィ
ル
ム
を
化
学
処
理
で

現
像
す
る
と
き
は
、
何
が
出
る

か
分
か
ら
ぬ
と
い
う
不
安
と
緊

張
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
育
っ

て
き
た
人
の
目
は
、
電
子
処
理

の
時
代
に
な
っ
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
。

　今
や
誰
に
で
も
簡
単
に
写
真

や
動
画
が
撮
れ
る
。
し
か
し
、

「
私
に
も
写
せ
ま
す
」
と
い
う

広
が
り
の
中
で
、
写
真
や
動
画

は
と
も
す
る
と
深
み
や
重
み
に

欠
け
る
こ
と
が
あ
る
。
く
ど
い

よ
う
だ
が
「
写
っ
て
い
る
」
だ

け
と
「
撮
る
」
と
で
は
、
全
く

心
構
え
が
違
う
。

　問
題
は
、
手
に
し
た
機
械
が

主
人
公
か
、
使
う
人
間
が
主
人

公
か
と
い
う
大
事
な
こ
と
だ
。

こ
れ
は
カ
メ
ラ
だ
け
の
話
で
は

な
い
。

　夏
目
漱
石
は
、
猫
の
目
線
で

人
間
社
会
を
見
る
こ
と
に
よ

り
、
筆
一
本
で
上
手
に
皮
肉
っ

た
。
漱
石
に
も
カ
メ
ラ
を
持
た

せ
て
み
た
か
っ
た
。

　春
は
ま
た
猫
が
う
る
さ
く
な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　〈ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

～高山の文化を一緒に支えてください～

高山市文化協会 会員募集

　高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に関する事
業を実施し、会員の皆様とともに地域の文化振興と発展に寄
与することを目的として設立されている一般社団法人です。
　この趣旨に賛同いただき、ぜひご入会下さい。

◆入会資格　どなたでもご入会いただけます。
◆年会費　個人3,000円、団体6,000円、
　　　　　賛助（企業）10,000円
◆特典①　毎月発行される広報「高山の文化」を郵送します。
◆特典②　高山メセナメイトと同様の会員資格（チケット優待、メ
　　　　　セナメイトツアーへの参加、年４回のメセナメイト会
　　　　　報の送付）が得られます。なお、団体会員は２名分、
　　　　　賛助会員は３名分の会員資格を有します。
◆特典③　団体会員は、発表会などの告知や団体の紹介記
　　　　　事などの掲載及び、Hit's FMでの広報を行うこ
　　　　　とが出来ます（要申込）また、毎年６月頃に開催
　　　　　する「高山文化フォーラム」へ参加いただけます。
◆特典④　会員のみ参加できる研修旅行や講演会などが有ります。

　会
員
の
皆
様
は
じ
め
市
民
の
皆

様
に
は
、（
一
社
）
高
山
市
文
化

協
会
の
活
動
に
対
し
て
、
常
に
ご

理
解
と
協
力
を
賜
り
、
昨
年
度
計

画
し
た
各
種
事
業
も
、
多
く
の
皆

様
の
参
加
を
得
て
、
よ
り
良
い
成

果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　去
る
三
月
二
十
六
日
開
催
い
た

し
ま
し
た
文
化
協
会
定
期
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
本
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
時
に
協
会
役
員
の
改
選

が
行
な
わ
れ
、
新
体
制
で
新
年
度

の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
高
山
市
は
、
今
年
で
合
併

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。合
併
以
来
、

私
た
ち
は
全
市
を
対
象
に
文
化
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

支
所
地
域
に
ま
で
そ
の
趣
旨
が
充

分
伝
わ
っ
て
い
た
か
疑
問
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
機
に
今
ま

で
以
上
に
文
化
協
会
へ
の
加
入
促

進
を
図
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
文
化
活
動
が
出
来
る

環
境
と
基
盤
を
確
立
す
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
の
一
環
と
し
て
、
当
協
会
は

今
年
度
よ
り
、「
国
府
文
化
ホ
ー

ル
（
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）」
の
指
定

管
理
業
務
を
、
国
府
地
区
社
会
教

育
運
営
委
員
会
と
共
同
で
高
山
市

か
ら
受
託
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

地
区
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
よ
り
一
層
活
用
で
き
る
よ
う

運
営
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
高
山
市
は
「
第
八
次
総
合

計
画
」
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
当
協
会
で
は
、

新
し
い
市
民
文
化
会
館
の
建
設
の

必
要
性
を
、
高
山
市
及
び
市
民
の

皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
建
設
が
総
合
計
画
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　当
協
会
は
、
新
市
民
文
化
会
館

の
建
設
地
を
、
利
便
性
の
高
い
駅

西
地
区
に
想
定
し
て
い
ま
す
。
文

学
・
芸
術
・
学
術
等
の
拠
点
で
あ

る
と
同
時
に
、
人
々
が
安
心
し
て

集
い
楽
し
め
る
多
目
的
な
施
設
と

し
て
、
新
市
民
文
化
会
館
建
設
の

具
体
化
を
求
め
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
考
え
、
共
に
行
動
し
て
い
き

ま
す
。

　当
協
会
で
は
、こ
の
他
に「
映
画

鑑
賞
会
」の
開
催
や「
自
然
環
境
保

護
」に
対
す
る
学
習
等
、ど
れ
も
重

点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　本
年
度
も（
一
社
）高
山
市
文
化

協
会
の
活
動
に
対
し
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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真面目に生きた男　達頂さん

小野ヶ原　達治
小鳥　幸男

※この他にもいくつかの文化芸術鑑賞事業を予定しています　※日程は変更する場合が有りますので、ご了承ください

（一社）高山市文化協会　平成27年度事業計画
月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

毎月開催 理事会・評議員会
随時開催 三役会、各委員会
随　時 市長と語る会

〃 国内･国外他都市との文化団体の交流
通　年 市近代文学館の研究・調査 市近代文学館の研究・調査資料収集

〃 指定管理受託 市民文化会館、市文化伝承館、
市松本家住宅、市宮地家住宅

〃 ユネスコの世界文化遺産登録の
運動の推進について

「高山祭の屋台行事」のユネスコ無形文化遺
産への登録に向けた取り組みを支援

〃 高山市文化協会組織強化　　　　 高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集
〃 ホームページ 市民文化会館・自主事業・文化協会事業案内
〃 自然環境保護事業 自然保護事業の取り組みについて
〃 初心者入門講座の開設継続 初心者入門講座の開設継続
〃 広報発行 月1回程度発行　事業案内・作品募集等
〃 新市民文化会館建設推進運動 市民啓発・募金活動

随　時 市文化伝承館 「道伝えの日」 4/25・26道伝え茶会・飾り物展 
お月見歌会、芭蕉忌句会 他

5月下旬 定期総会 平成26年度決算総会
5月28日 May J.Spring tour 2015 文化芸術鑑賞事業　文化会館・大ホール
5月31日 劇団わらび座「風の又三郎」 文化芸術鑑賞事業　久々野公民館

6月6日・7日 高山文化フォーラム2015 市民文化会館　芸能・展示
6月25日 爆笑寄席 文化芸術鑑賞事業　丹生川文化ホール
6月中旬 第15回市民歴史散歩

7月1日～7日 デンバー文化交流 チェリークリークアートフェスティバル（デンバー）
7月5日 東京楽所「七夕の雅楽」 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター
7月23日 松竹大歌舞伎 文化芸術鑑賞事業　文化会館・大ホール
8月20日 文学碑掃苔 文学散歩道整備・清掃
8月23日 たかやま歌声喫茶（歌声広場） 文化芸術鑑賞事業　文化会館・小ホール

10月3日・4日 第23回　近代文学館企画展 煥章館
10月16日～18日日本板画院　東海支部　高山展 市民文化会館　4階大会議室

10月31日 フラメンコ公演 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター
11月3日 オーケストラアンサンブル金沢 文化芸術鑑賞事業　文化会館・大ホール

11月下旬 飛騨文藝№39 文芸祭入賞作品集発行
11月～12月 第39回飛騨文芸祭青竜賞表彰 市民文化会館
12月10日 ゴスペル公演 文化芸術鑑賞事業　文化会館・大ホール

平成28年
1月1日

新年市民互礼会
文化功労者顕彰
第39回飛騨文芸祭入賞者表彰

高山グリーンホテル

1月15日～17日 飾り物展 市民文化会館　3階講堂
2月19日～21日 まちの博物館所蔵品展 市民文化会館　3階講堂

3月 第24回　近代文学館企画展 煥章館
3月 近代文学館講演会 煥章館
3月 定期総会 平成28年度予算総会

未定 会員研修旅行 先進地・施設研修
〃 文化講演会 市民文化会館
〃 文化映画会 市民文化会館

第39回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

道
伝
え
の
日

お
茶
会
と
飾
り
物
４
月
25
日
土

　
　

26
日
日

若かりし達頂さんと私（伊豆大島にて）

在りし日の達頂さん

小野ヶ原さんの版画（飛騨文藝の表紙に掲載）

【 

煎
茶
道
売
茶
流 

高
仙
会
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

代
表

三
島 

秀
子

た
。

　

達
頂
さ
ん
を
よ
く
知
る
こ
と
に

な
る
の
は
、
山
口
さ
ん
や
空
町
出

身
の
十
人
位
の
メ
ン
バ
ー
で
組
織

し
た
俳
句
会〝
不
も
と
社
〟に「
君

も
空
町
に
い
く
ら
か
関
係
有
る
ん

で
、
一
緒
に
入
ら
ん
か
」
と
、
分

か
っ
た
よ
う
な
分
か
ら
ん
よ
う
な

理
由
で
参
加
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
顔
ぶ
れ
の
中
の
何
人
か

が
、
大
野
林
火
先
生
主
宰
の
俳
誌

『
浜
』
に
参
加
し
て
い
た
関
係
で
、

私
は
大
野
先
生
に
師
事
し
、
そ
の

後
の
俳
句
人
生
に
決
定
的
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
達
頂
さ

ん
も
、
そ
の
良
き
仲
間
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　

達
頂
さ
ん
が
絵
の
道
を
志
し
た

の
は
、
確
か
昭
和
二
十
年
代
の
後

半
、
初
め
て
「
市
展
」
へ
出
品
し

た
の
に
始
ま
る
。
当
時
公
民
館
と

呼
ん
で
い
た
、
城
山
の
飛
騨
護
国

神
社
下
に
有
っ
た
元
公
会
堂
（
現

城
山
保
育
園
）
で
初
め
て
の
市
展

が
開
か
れ
、
そ
れ
に
題
名
迄
は
記

憶
に
な
い
が
、
三
福
寺
辺
り
の
牛

を
描
い
た
水
彩
画
を
出
品
し
た
。

　

こ
れ
も
山
口
さ
ん
の
言
を
借
り

る
と
「
達
頂
は
な
か
な
か
度
胸
が

　

小
野
ヶ
原
達
治
さ
ん
の
事
は
、

「
小
野
ヶ
原
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
り
、

俳
号
の
「
達た

っ
ち
ょ
う頂
さ
ん
」
と
呼
ん
だ

方
が
親
し
み
深
い
。

　

達
頂
さ
ん
を
初
め
て
知
っ
た
の

は
、
戦
後
間
も
な
い
頃
、
既
に
私

の
勤
め
て
い
た
高
山
市
役
所
へ
入

っ
て
き
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
達
頂

さ
ん
が
、
山
口
利
男
さ
ん
の
伝
手

を
頼
っ
て
市
役
所
に
勤
務
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
山
口
さ
ん
の

言
を
借
り
る
と
「
あ
い
つ
ぁ
真
面

目
な
も
ん
で
、
国
鉄
の
組
合
運
動

の
尻
に
つ
い
て
廻
っ
て
い
る
う
ち

に
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
に
引
っ
か

か
っ
て
首
に
な
っ
た
。」
で
あ
っ

良
い
。
よ
う
あ
ん

な
で
か
い
絵
を
描

い
た
わ
」
で
あ
っ

た
。
本
人
に
は
誠

に
申
し
訳
な
い

が
、
野
原
の
真
ん

中
に
ボ
ー
ル
紙
で

切
り
貼
っ
た
よ
う

な
牛
の
写
生
で
あ
っ
て
、

ま
る
で
芝
居
の
書
き
割
り

に
出
て
き
そ
う
な
、
小
学

生
で
も
描
け
る
よ
う
な
稚

拙
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
句
会

の
当
番
が
達
頂
さ
ん
宅
だ

っ
た
と
き
、「
今
こ
ん
な

絵
を
描
い
て
い
る
」
と
言

っ
て
、
渋
草
焼
の
窯
場
の

景
色
を
描
い
た
と
思
わ
れ

る
一
枚
の
絵
を
見
せ
て
く

れ
た
。
即
座
に
、
大
変
失

　
「
道
伝
え
の
日
茶
会
」
は
、
平

成
十
七
年
の
高
山
市
文
化
伝
承
館

開
館
当
初
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
、

恒
例
行
事
で
す
。

　

と
か
く
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
な
「
茶
道
」
を
、
気
軽
に
楽

し
み
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
お
り
、
広
く
市
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
余
所
行
き
の

服
を
着
て
、
桜
の
花
咲
く
城
山
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
売
茶
流
（
煎
茶
）
と

表
千
家
（
抹
茶
）
が
お
点
前
さ
れ

ま
す
。
ま
た
併
せ
て
、
一
月
に
開

催
し
た
「
新
春
飾
り
物
展
」
の
優

秀
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館

（
城
山
公
園
下
）

［
道
伝
え
茶
会
］

・
二
十
五
日　

煎
茶
席　

売
茶
流

・
二
十
六
日　

抹
茶
席　

表
千
家

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

（
午
後
三
時
ま
で
に
に
入
席
）

○
料
金　

呈
茶
券
三
百
円
（
当
日

券
有
）。
文
化
会
館
及
び
市
内
茶

舗
に
て
販
売

［
飾
り
物
優
秀
作
品
展
］

干
支
「
未
」
と
歌
会
始
の
お

題
「
本
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
入
賞

作
品
十
二
点
と
、
高
山
飾
り
物
同

好
会
の
参
考
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

○
料
金　

無
料

一
、
応
募
資
格　
　
　

　

飛
騨
三
市
一
村
に
在
住
か
在

勤
、
出
身
の
方

二
、
対
象
作
品　

　

平
成
二
十
六
年
八
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
八
月
十
五
日
ま

で
に
創
作
ま
た
は
発
表
し
た
作
品

（
既
発
表
作
品
も
可
）

①
小
説
、
戯
曲
、
児
童
文
学
等　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

一
篇

②
随
筆
、
評
論
等　
　
　
　
　
　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

一
篇

③
現
代
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
編

④
短
歌
、
俳
句　
　
　
　
　
　
　

十
首
（
句
）

⑤
短
歌
、
俳
句
（
高
校
生
以
下
）

五
首
（
句
）

※
必
ず
、
規
定
の
篇
（
首
・
句
）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

三
、
応
募
方
法

　

①
自
主
応
募
②
団
体
や
結
社
等

に
よ
る
推
薦（
推
薦
用
紙
は
適
宜
）

○
応
募
作
品
に
、
小
説
・
戯
曲
・

随
筆
・
現
代
詩
な
ど
の
区
別
を
明

記
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入

○
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

○
封
筒
に「
文
芸
祭
応
募
」と
記
入

○
既
発
表
作
品
の
場
合
は
、
印
刷

物
ま
た
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
提
出
も

可○
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可

○
対
象
作
品
中
①
、
②
の
入
賞
作

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

四
、
応
募
締
切　
　

　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
五
日

（
当
日
消
印
可
）

五
、
送
付
先　
　

　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三　

高
山
市
昭
和
町
一
丁
目
一
八
八
‐

一　
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

メ
ー
ル
の
場
合 m

ail@
takayam

a-
bunka.org

六
、
審
査
　

　

高
山
市
文
化
協
会
文
芸
部
委
員

と
文
芸
部
門
よ
り
選
出
の
役
員
で

予
選
し
、
最
終
審
査
は
、
必
要
に

応
じ
専
門
の
方
々
を
加
え
選
考
し

ま
す

七
、
発
表　

　

十
月
中
旬
に
入
賞
者
へ
通
知
、

広
報
「
高
山
の
文
化
」
等
に
掲
載

八
、
賞
　

　

文
芸
祭
賞　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞

　

江
夏
美
好
賞
（
小
説
の
み
）　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

入
賞
（
高
山
市
長
賞
ほ
か
）　

　
　

十
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

青
竜
賞
【
高
校
生
以
下
】　　

　
　

若
干
名　

賞
状
及
び
副
賞

九
、
そ
の
他

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

十
、
問
合
先

　

高
山
市
文
化
協
会
（
℡ 
三
四

‐
六
五
五
〇
）

改組 新 第一回 日展　特選
元田 木山さん木彫 「スタートの朝」

高さ182cm、幅72cm、奥行50cm

　若い女性が登頂を目指す朝、眼前の岸壁に
緊張と不安を感じながらも立ち向かう姿に、今
の時代性も重ね、力強さと希望を込めて制作し
た。楠の原木に１㎏のハンマーを振り下ろし、
その時のノミ痕を大切にした作品。

文化協会評議員である元田木山さんは、平成25年までに
日展に13回入選され、今回は特選に選ばれました。

礼
で
は
あ
っ
た
が
「
構
図
が
え
が

ん
で
お
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言

う
と
、「
そ
う
か
、
お
前
も
そ
う

思
う
か
。
守
洞
春
さ
ん
も
そ
う
言

わ
は
っ
た
」
と
返
さ
れ
た
。
そ
れ

で
守
洞
春
先
生
に
付
い
て
勉
強
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
れ
以
後
の
達
頂
さ
ん
の
精
進

ぶ
り
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
有

り
、
や
が
て
日
展
入
選
を
目
指
す

よ
う
に
な
る
。
爾
後
版
画
へ
転
向

し
て
自
ら
の
作
品
を
「
板
画
」
と

呼
び
、
一
家
言
を
持
つ
立
派
な
作

　

お
茶
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
物
の

一
つ
で
す
。
心
を
込
め
て
美
味

し
く
入
れ
た
お
茶
は
、
飲
む
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
心
配
り
も
必
要
で

す
。

　

湯
加
減
、
茶
葉
の
分
量
、
時

間
な
ど
の
細
か
い
心
遣
い
が
さ

れ
て
、
初
め
て
美
味
し
い
お
茶

が
出
る
の
で
す
。
そ
の
為
の
手

順
が
お
点
前
へ
と
発
展
し
、
煎

茶
道
と
な
っ
て
今
に
有
り
ま
す
。

　

茶
道
は
、
約
束
事
が
多
い
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
煎

茶
道
で
は
、
開
放
的
で
自
由
な

雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
道
具
が
多
様
で
小

さ
く
可
愛
ら
し
い
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、
健
康
志
向

の
近
年
で
は
、
お
茶
の
効
用
が

色
々
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
売
茶
流
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
日
々
精
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
学
ぶ
こ
と

は
、
ど
な
た
で
も
毎
日
の
生
活

に
役
立
つ
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
稽
古
は
二
ヶ
所
で
行
っ
て

い
ま
す
。
是
非
一
度
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

℡
三
三
‐
九
六
六
九

家
と
な
っ
た
。

　

そ
の
作
品
は
、
あ
く
ま
で
も
真

面
目
に
衒て

ら

ず
、
そ
の
人
柄
を
見
る

佳
作
を
多
く
残
し
た
。
そ
の
功
績

は
大
き
く
、
と
か
く
名
を
欲
し
が

る
ば
か
り
の
世
界
に
あ
っ
て
、
泰

然
自
若
と
し
て
我
が
道
を
行
く
達

頂
さ
ん
の
生
き
様
に
、
教
え
ら
れ

る
所
が
多
々
あ
る
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

　

平
成
十
九
年
死
去
、
享
年

八
十
三
歳
。

（
経
歴
）

　

・
東
光
会
会
員

　

・
中
日
展　

平
成
四
年
入
選

　

・
高
山
市
市
展
運
営
委
員

　

・
岐
阜
県
美
術
展
委
嘱
作
家

（
事
務
局
付
記
）

　

小
野
ヶ
原
達
治
さ
ん
は
、
平
成

十
五
年
度
ま
で
文
化
協
会
役
員
を

務
め
ら
れ
、
当
協
会
の
様
々
な
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。


